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【公開番号】特開2011-217841(P2011-217841A)
【公開日】平成23年11月4日(2011.11.4)
【年通号数】公開・登録公報2011-044
【出願番号】特願2010-87994(P2010-87994)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ   7/02    ３３４　
   Ａ６３Ｆ   7/02    ３２６Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成25年10月25日(2013.10.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定の遊技を行うことが可能な遊技機であって、
　遊技機に設けられた開閉扉を開放状態とすることにより操作可能となり、操作に応じて
操作信号を出力する初期化操作手段と、
　制御を行う際に発生する制御データを記憶する制御データ記憶手段と、
　遊技機への電力供給が停止していても前記制御データ記憶手段の記憶内容を所定期間保
持させることが可能な記憶内容保持手段と、
　電力供給が開始されたときに、前記初期化操作手段から前記操作信号が入力されている
か否かを判定する操作信号判定手段と、
　前記操作信号判定手段によって前記操作信号が入力されていると判定されたときに、前
記開放状態であるか否かを判定する開放状態判定手段と、
　前記開放状態判定手段によって前記開放状態であると判定されたことにもとづいて、前
記制御データ記憶手段の記憶内容を初期化する初期化処理を実行する初期化処理実行手段
と、
　前記開放状態判定手段によって前記開放状態でないと判定されたことにもとづいて、前
記初期化処理実行手段による前記初期化処理の実行を制限する初期化制限手段と、を備え
た
　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、所定の遊技を行うことが可能なパチンコ機やスロット機、パロット機などの
遊技機に関する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明による遊技機は、所定の遊技を行うことが可能な遊技機であって、遊技機に設け
られた開閉扉（例えば、機構板を含む遊技枠）を開放状態とすることにより操作可能とな
り、操作に応じて操作信号を出力する初期化操作手段（例えば、クリアスイッチ９２１）
と、制御を行う際に発生する制御データを記憶する制御データ記憶手段（例えば、ＲＡＭ
５５）と、遊技機への電力供給が停止していても制御データ記憶手段の記憶内容を所定期
間保持させることが可能な記憶内容保持手段（例えば、バックアップ電源としてのコンデ
ンサ９１６）と、電力供給が開始されたときに、初期化操作手段から操作信号が入力され
ているか否かを判定する操作信号判定手段（例えば、遊技制御用マイクロコンピュータ５
６０におけるステップＳ７を実行する部分）と、操作信号判定手段によって操作信号が入
力されていると判定されたときに、開放状態であるか否かを判定する開放状態判定手段（
例えば、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０におけるステップＳ７ａを実行する部分
）と、開放状態判定手段によって開放状態であると判定されたことにもとづいて、制御デ
ータ記憶手段の記憶内容を初期化する初期化処理を実行する初期化処理実行手段（例えば
、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０におけるステップＳ７ａでＹのときにステップ
Ｓ１０に移行してステップＳ１０～Ｓ１４を実行する部分）と、開放状態判定手段によっ
て開放状態でないと判定されたことにもとづいて、初期化処理実行手段による初期化処理
の実行を制限する初期化制限手段（例えば、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０にお
いて、ステップＳ７ａでＮのときにステップＳ７ｂを実行したあと、そのままループ処理
に移行し、ステップＳ１０～Ｓ１４を実行しないようにする部分）と、を備えたことを特
徴とする。そのような構成により、不正に初期化処理が実行されることを防止することに
よって、不正行為を防止することができる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３０】
　次に、パチンコ遊技機１の裏面の構造について図３を参照して説明する。図３は、遊技
機を裏面から見た背面図である。図３に示すように、パチンコ遊技機１裏面側では、演出
表示装置９を制御する演出制御用マイクロコンピュータ１００が搭載された演出制御基板
８０を含む変動表示制御ユニット、遊技制御用マイクロコンピュータ等が搭載された遊技
制御基板（主基板）３１、音声出力基板７０、ランプドライバ基板３５、および球払出制
御を行う払出制御用マイクロコンピュータ等が搭載された払出制御基板３７等の各種基板
が設置されている。なお、遊技制御基板３１は基板収納ケース２００に収納されている。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５１】
　払出制御用マイクロコンピュータ３７０には、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０
とシリアル通信で信号を入出力（送受信）するためのシリアル通信回路３８０が内蔵され
ている。この実施の形態では、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０と払出制御用マイ
クロコンピュータ３７０とは、シリアル通信回路５１１，３８０を介して、遊技制御用マ
イクロコンピュータ５６０と払出制御用マイクロコンピュータ３７０との間の接続確認を
行うために、一定の間隔（例えば１秒）で払出制御コマンド（接続確認コマンド、接続Ｏ
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Ｋコマンド）をやり取り（送受信）している。例えば、遊技制御用マイクロコンピュータ
５６０は、シリアル通信回路５１１を介して、一定の間隔で接続確認を行うための接続確
認コマンドを送信し、払出制御用マイクロコンピュータ３７０は、遊技制御用マイクロコ
ンピュータ５６０からの接続確認コマンドを受信した場合、その旨を通知する接続ＯＫコ
マンドを遊技制御用マイクロコンピュータ５６０に送信する。また、例えば、入賞が発生
した場合には、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、払い出すべき賞球個数を示す
データを賞球個数コマンドの下位４ビットに設定し、当該設定がなされた賞球個数コマン
ドを払出制御用マイクロコンピュータ３７０に送信する。そして、払出制御用マイクロコ
ンピュータ３７０は、賞球個数を受け付けたことを示す賞球個数受付コマンドを遊技制御
用マイクロコンピュータ５６０に送信する。さらに、払出制御用マイクロコンピュータ３
７０は、賞球払出動作が終了すると、賞球終了を示す賞球終了コマンドを遊技制御用マイ
クロコンピュータ５６０に送信する。なお、払出制御用マイクロコンピュータ３７０は、
賞球払出動作を終了するまでの間、一定の間隔で賞球準備中コマンドを遊技制御用マイク
ロコンピュータ５６０に送信する。また、所定のエラー（球貸し、満タン、球切れなどの
エラー）が発生した場合には、エラーの内容を示すデータを、接続ＯＫコマンドや賞球準
備中コマンドの下位４ビットを異ならせることにより設定し、当該設定がなされた接続Ｏ
Ｋコマンドや賞球準備中コマンドを遊技制御用マイクロコンピュータ５６０に送信する。
なお、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０と払出制御用マイクロコンピュータ３７０
におけるシリアル通信による具体的な信号のやり取りについては、図５２～図５９におい
て詳述する。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８７】
　プログラム管理エリアに記憶される機能設定ＫＦＣＳは、遊技制御用マイクロコンピュ
ータ５６０におけるウォッチドッグタイマ（ＷＤＴ；Watch Dog Timer）の動作設定や、
各種機能兼用端子の使用設定を示す。図１２（Ｂ）は、機能設定ＫＦＣＳにおける設定内
容の一例を示している。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２２７】
　ステップＳ１００２にて読出値が“０００”と判定された場合には（ステップＳ１００
２のＹ）、定常設定時間を既定の固定時間に設定する（ステップＳ１００３）。ここで、
定常設定時間は、セキュリティ時間のうち、パチンコ遊技機１におけるシステムリセット
の発生等にもとづくセキュリティチェック処理の実行回数（遊技制御用マイクロコンピュ
ータ５６０がセキュリティモードとなる回数）に関わりなく、一定となる時間成分である
。また、固定時間は、セキュリティ時間のうち、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０
の仕様などにもとづいてあらかじめ定められた不変時間成分であり、例えばセキュリティ
時間として設定可能な最小値となるものであればよい。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２８４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２８４】
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　そして、ＣＰＵ５６は、所定時間（例えば４ｍｓ）ごとに定期的にタイマ割込がかかる
ように遊技制御用マイクロコンピュータ５６０に内蔵されているＣＴＣのレジスタの設定
を行うタイマ割込設定処理を実行する（ステップＳ１６）。すなわち、初期値として例え
ば４ｍｓに相当する値が所定のレジスタ（時間定数レジスタ）に設定される。この実施の
形態では、４ｍｓごとに定期的にタイマ割込がかかるとする。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３５１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０３５１】
　ステップＳ５１０９における演算結果が０でなければ（ステップＳ５１１０のＮ）、す
なわち、検査対象のスイッチの検出信号がオン状態であれば、ＣＰＵ５６は、ポインタが
指す賞球コマンド出力カウンタの値を１加算する（ステップＳ５１１１）。ただし、ＣＰ
Ｕ５６は、加算の結果、賞球コマンド出力カウンタの値に桁上げが発生した場合には、賞
球コマンド出力カウンタの値を１減算し元に戻す（ステップＳ５１１２，Ｓ５１１３）。
そしてステップＳ５１１４の処理に移行する。
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